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【 岸田内閣の支持率は危険水域、台湾総選挙にも要注意 】 
 
岸田内閣の支持率がダダ下がりだ。それを受け、「岸田おろし」の動きがわずかに見え始めたものの、し
ばらくは静観し動静を見守るとの見方も少なくない。ある全国紙の政治部記者は「岸田首相が 2024 年春
に訪米する見込みで、その前は解散しにくい。ただ、訪米が『花道』となり勇退する」－－可能性を指摘し
ていた。となると、解散・総選挙は早くても来年 5-6月になりそうだが果たして如何に。 
一方、それとは別に年明け早々に選挙・総統選が実施されることで、注目を集めているのが台湾情勢だ。
改めて指摘するまでもなく、仮に親中派候補が勝利を収めた場合、地理的な環境を含め日本にとっても決
して他人事ではない。以下では日本と台湾の政治、選挙事情をレポートする。 
 
＜＜ 日本 ＞＞ 
何をやっても上手くいかず、日本国民の「岸田離れ」が著しい。とくに問題なのは、いわゆる「岩盤支持層」
とも言われる自民党支持者の岸田内閣離れが顕著なことだろう。 
ある永田町筋によると、「通常は内閣支持率が下がっても、自民党の支持率を下回ることは少ない。した
がって普通は現総裁（現総理）を担いでそのまま次の選挙に臨むということになるのだが、今回は違う。選
挙の顔が岸田首相では総選挙に勝てないとの雰囲気に党内が陥っている」という。 
 
実際、自民党関係者も参考にしていると言われるＮＨＫの最新世論調査（11 月 10-12 日実施）は言うと、
自民党の支持率は37.7％あるが、岸田内閣の支持率はわずか29％しかない。絶対的な数値が低いうえ、
内閣支持率は 9ポイント近くも下回っており、まさに末期症状となっている。 
内閣がこうしたレイムダック状態に陥れば、党内においても岸田内閣倒閣の動き、いわゆる「岸田おろし」
が始まっても不思議はない。しかし、28 日付の日経新聞でも報じられていたように、おおむね「党内は静
観」の雰囲気だ。その理由は一体何なのか。 
 
ひとつは、一部で来年早々の通常国会での解散を取り沙汰する向きもあるにはあるが、基本的には前述
したようにあと半年程度、しばらくは解散・総選挙が見込みにくいことがありそうだ。 
また、解散による経済への悪影響を指摘する声や、「帯に短しタスキに長し」でコレという人材がいない、と
いった声も聞かれるが、後者については保守本流の高市早苗経済安全保障担当相や、青山繁晴参議院
議員などが出馬に意欲をうかがわせており、対抗馬不足ではないと思っている。 
 
とは言え、いずれにしても次に就任する自民党総裁は、現在の岸田内閣により離反したまずは同党の岩
盤支持層からの信頼を得るという大役を担うわけで、人物選びはこれまで以上に重要だ。野党第 1党であ
る立憲民主党の凋落傾向もかなりのものだが、自民党の低迷が想像以上に長期化するかもしれない、延
いては日本経済の低迷や国際社会における日本の地位までもが瀬戸際に立たされていることは間違い
ないだろう。 
 
＜＜ 台湾 ＞＞ 
来年 1月 13日に、台湾総統選挙が実施される。現総統の蔡英文氏は退任を表明しており、路線を引き継
ぐ与党・民主進歩党（民進党）候補と野党候補の争いになる。ちなみに、先週末 24 日に立候補の届け出
が締め切られた。 
 
改めて指摘するまでもなく、現総統である蔡氏の政策は「親米」で逆に中国との距離は取る格好。そして
日本との関係も良好だ。これは、所属する与党・民進党も変わらず、基本路線と言える。 
さらに、与党・民進党では副代表を務める頼清徳氏を早々に後継者として内定したが、その頼氏は今年 8
月、ブルームバーグのインタビューに応じ、「我々は真実に従わなければならない。それは台湾がすでに
中華民国という主権を持つ独立した国ということだ。台湾は中華人民共和国の一部ではない」－－などと
発言。また今月 26 日の選挙集会でも、「台湾が中国の一部であることを認めれば主権を失う」と演説し、
中国の顰蹙をかっていた。いずれにしても、頼氏が勝利を収めた場合には、前述したように現在の蔡氏路
線は継続。つまるところ、日本に対しても、いま現在と大きな差異が生じることは考えにくい。 
 



 

対して、野党サイドは様々な政党が入り乱れるが、総じていえば「親中」の先が多く、予断を許さないもの
の、当初考えられていた候補者の一本化に失敗した影響がどの程度示されるのか注目だ。 
しかしながら、最大野党・国民党の侯友宜新北市長と、野党第 2 党・民衆党の柯文哲党主席が出馬を表
明しており、政権批判派などの票の食い合いになることは避けられそうにない。少なくとも民進党候補・頼
氏の追い風になることは間違いないだろう。 
 
そして実際、台湾大手メディアの世論調査では与党候補の頼氏が支持率トップを獲得しているものの、最
大野党・国民党の侯氏が追い上げているとの調査もあるようで油断は禁物だ。 
投票まで 1 ヵ月半ほどを残すなか、中国本土からのＳＮＳなどを使った偽情報の拡散。選挙介入・工作行
為を懸念する声も多く、それらの内容如何ではコロっと結果が一変する可能性もないではない。先でも指
摘したように、台湾情勢は日本にとって決して他人事ではなく、場合によっては為替など金融市場に影響
を及ぼすこともありそうだ。関連ニュースにはしっかりとチェックをしておいて欲しいと思う。（了） 
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